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古
代
伊
豫
國
の
発
祥
の
地
、
独
立
し
た
商

業
地
と
し
て
繁
栄
し
た
郡
中
。
伊
予
市
に
は

長
い
歴
史
の
中
で
も
、
特
に
誇
る
べ
き
二
つ

の
繁
栄
の
時
代
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
今
、
伊
予
市
の
第
三
時
代
の
扉
が
開
か
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
誇
り
あ
る
歴
史
と
、

豊
富
で
新
鮮
な
魚
介
類
や
農
産
物
な
ど
の
地

域
資
源
と
を
融
合
さ
せ
、四
国
に
お
け
る「
食

の
郷
」
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

伊
予
市
第
三
新
時
代
到
来

伊い

よ豫
國こ
く「
あ
じ
の
郷く
に

」
づ
く
り

伊豫國「あじの郷」

経済基盤確立

文化財伝承 魅力増大

アイデンティティ

来訪者増大・地域活性化

　　  食文化伝承

町家の保存・再生・活用

商品・名産の開発

個別化・差別化・地域ブランド化

→

→ →

→

　

郡
中
地
区
の
削
り
節
、
双
海
地
区
の
新
鮮

な
魚
介
類
、
中
山
地
区
の
農
産
物
な
ど
豊
富

な
食
材
は
伊
予
市
の
誇
り
で
す
。「
食
」を
テ
ー

マ
に
、
市
内
の
拠
点
施
設
を
生
か
し
、
市
全

体
の
活
性
化
へ
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
豊
か
な
食
文
化
は
、
歴
史
、
文
化
、

自
然
環
境
、
そ
し
て
人
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
食
文
化
を
見
つ
め
直
す
こ

と
は
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
人
、
も
の
、
文
化

の
結
節
点
で
あ
っ
た
歴
史
を
ヒ
ン
ト
に
、
よ

り
多
く
の
人
が
伊
予
市
を
訪
れ
、
交
流
す
る

こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

経
済
の
活
性
化
、
文
化
伝
承
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
…
。
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

を
秘
め
た
伊
豫
國「
あ
じ
の
郷
」づ
く
り
構
想

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
方
々
や
、
地
元
企
業
の
関
係
者
を
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
昨
年
６
月「
伊
豫
國〝
あ
じ
の

郷
づ
く
り
〟
実
行
委
員
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
本
委
員
会
で
は
、
専
門
家
や
有
識

者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
魅

力
あ
る
伊
予
市
の
新
時
代
を
創
造
す
る
た

め
、
具
体
的
な
施
策
や
新
た
な
戦
略
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
新
た
な
地
域

資
源
の
発
掘
な
ど
を
目
的
と
し
た「
食
」に
関

す
る
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④豊田漁港

①ウェルピア伊予

②郡中港「魚河岸・楽市楽座」エリア

③ふたみシーサイド公園・潮風ふれあい公園エリア

⑤中山エリア

　伊予市の都市総合文化施設として、伊予

文化の醸成・発信拠点となっています。伊

予・中山・双海３地域の融合と、文化創造の

発信拠点として、また地域活性化の中核施

設として機能しています。

　豊かな山の恵みを生かした、特産品開発エリアです。

中山地区で生産されている「中山栗」の魅力を高めてい

くため、ブランド化が検討されているほか、新しい地域

資源の開発も進められています。

　港での水揚げやせりは迫力と活気に

あふれています。「水揚げを見て楽しむ」

「新鮮な魚を食べる」「せりを楽しみ、新

鮮な魚介類を買って帰る」ことができる

体験型の観光拠点として位置付けられ

ています。

　海水浴場、道の駅、レストラン、テニスコート、遊歩道などを備えた魅

力的なレジャー拠点です。また潮風ふれあい公園の景観を生かした、新

たな魅力づくりも検討されています。

　活性化の中心であり、観光拠点となるエリアで

す。旧郡中港の活気ある港の風景を復活し、新し

い魅力を創造します。また、特産品販売や休憩の

できる施設「町家」は伊予市観光の玄関口として位

置付けられています。

（循環するまちづくり）

郡中港「魚河岸・楽市楽座」エリア
        【活性化の中心・観光拠点】

ふたみシーサイド公園・
潮風ふれあい公園エリア      
　　　【レジャー拠点】

豊田漁港
【観光拠点】

中山エリア
【特産品開発】
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ウェルピア伊予
【総合文化発信拠点】
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